
ごあいさつごあいさつ
　今年の６月に改正育児・介
護休業法が成立し公布されま
した。小泉進次郎さんだけで
なく、一般男性が育児休業を
取りやすくなる制度と言われ
ます。本人もしくは配偶者の
妊娠・出産の申し出をした労
働者に対して、雇用者が育児
に関する制度を個別に説明
し、育児休業の取得意向の有

無を個別に確認することが義務付けられました。更
に1,000人以上の事業所では、育児休業の取得状況を
公表せねばなりません。育児休業に関する研修実施
も国の求める措置の一つですが、雇用者には育児休
業に関して、マタハラ、パタハラ、ジタハラ（時短
ハラスメント）が生じない職場風土の醸成が求めら
れます。
　コロナ災禍での不寛容が、気がかりな今日この
頃です。育児を社会全体で共有することの理解か
ら、仕事に携わり生きていく上では、男女を問わ
ず、世代を問わず、「情けは人のためならず」、
他者への思いやりが重要であることの気づきにな
ればと考えています。

女性医師の会入会案内女性医師の会入会案内
　名称は「女性医師の会」ですが、男性医師の入
会も歓迎致します。女性医師が働きやすい環境と
は男性医師にとっても働きやすい環境でなくては
なりません。一緒に考えていきませんか。入会を
希望される方は入会申込書を県医師会ホームペー
ジに掲載していますので、必要事項をご記入の上
ＦＡＸ（078-231-8114）またはメール（w-entry@
hyogo.med.or.jp）でご送信下さい。

イクボス大賞イクボス大賞
　兵庫県医師会では、男女とも仕事と生活の両立
を達成できるよう、部下のワークライフバランス

とキャリアの継続に配慮し、良好な職場環境の構
築に貢献している上司、管理職をイクボスと呼
び、令和３年７月10日に「イクボス大賞2021表彰
式並びに受賞者講演」を行いました。

☆第４回イクボス大賞
 社会福祉法人芳友 にこにこハウス医療福祉センター
施設長 川﨑洋子先生
＜選考理由＞
　院内保育や病児保育の整備・
子の小学校入学時期における
就業時間短縮制度の整備・職
場内クラブ活動の推進・院内レ
クリエーションへの職員家族の
参加推進などに取り組まれてい
る。またクラッシックバレエを再
開し、自身もプライベートタイム
を楽しまれている。

＜受賞の言葉＞
　この度、兵庫県医師会イクボス大賞2021の受賞
を大変うれしく感謝しています。にこにこハウス
医療福祉センターの取り組みを評価して下さいま
した空地医師会会長はじめ医師会の皆様方に心よ
りお礼を申し上げます。
　当センターは2001年に開設した、重症心身障害
児者や発達障害などの障害を抱える方々に医療と
福祉サービスを提供している医療機関・福祉施設
です。重症心身障害児者85名を入所（入院）とし
てお預かりして医療面と生活面のサポートを『家
庭のようになるよう』という理念を掲げて担って
います。そのためには職員がストレスなく働ける
環境が必須であり、「職員は施設の宝である 」
という思いで、働きやすい職場環境づくりに努め
てきました。人生100年時代と言われ、60歳で定年
して悠々自適とは行かない時代を迎えますが、核
家族化により様々なサポートが希薄な時代です。
職員が子育て、介護、自身の疾病を乗り越えなが
ら70歳まで元気に働き続ける事ができる温かい職
場づくりを目指し、今後は後進のイクボスの育成
に務めて参ります。
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☆第４回イクボス特別奨励賞
　 西宮協立脳神経外科病院 麻酔科部長 
　長谷川和彦先生
＜選考理由＞
　育児中の常勤および非常勤
麻酔科女性医師の働き方を充
分に配慮されながら、夜間救
急手術を含め多忙な勤務にバ
ランスよく対応されている。

＜受賞の言葉＞
　2021年度兵庫県医師会イクボス特別奨励賞を頂
きましたこと、誠に有難く存じます。当院の辻雅
夫院長から常勤・非常勤の育児中の女性医師が活
躍出来るよう上手に采配しているという理由で推
薦を頂きましたが、私は特別なことをしているつ
もりはなく、本当に私がこのような賞をいただい
て良いのかと思う所であるのですが、その成果を
世に広めていくようにと『奨励』頂きましたこと
を良い機会として、ますます努力していきたいと
思います。
　私が『イクボス』として評価されることがある
とすれば、育児中の医師は希望の時間内でのみ働
けるように調整を行い、時間外や夜間緊急の麻酔
症例は現在育児を行っていない医師で対応してき
たことです。このように待遇が異なると勤務者間
にいがみ合いが生じることも少なくありません
が、当院では夜間などに勤務した医師は翌日を休
養日とし、その代わりに日勤帯を育児中医師がカ
バーして頂くというようにしたことでお互い
WINWINの関係を築くことが出来ております。い
ろいろと実現にはハードルがありますが、今後も
育児中の医師に頑張っていただく場を提供できれ
ばと思います。

講演会等での託児サービス講演会等での託児サービス
　県医師会・郡市区医師会が主催の講演会等では、
託児ルームの場所代やシッターの委託料を日本医師
会に全額補助して頂けます。開催者は託児希望の有
無をご確認の上、県医師会または郡市区医師会に申
請して下さい。育児中の医師が充分に研修を継続で
きるよう、ご協力宜しくお願い致します。

女性医師支援窓口女性医師支援窓口
　出産・育児・介護・復職・転職・再研修・勤務環
境・その他悩み事をお持ちでしたら、県医師会の先
輩医師がご相談にのります。ご相談内容の情報は相
談事業以外には使用せず、個人情報保護は厳守させ
て頂きます。ホームページに案内と申込用紙を掲載
していますので、お気軽にご相談下さい。
●相談受付
電　話：078-231-4114 月曜日と火曜日
 午前9:00～12:00
F A X：078-231-8114 随時受付
E-mail：offi ce@hyogo-wdsupport.net 随時受付
面　談：要予約

離・退職中の医師の再就業支援離・退職中の医師の再就業支援
　離・退職されている医師で、復職を考えている
がその前に再研修されたい方は、研修後は県内の
医療機関に勤務することを条件に、約１ヶ月間の
病院研修を無料で受けて頂けます。

ベビーシッター費用の一部負担ベビーシッター費用の一部負担
　子どもの急な発熱や時間外勤務でベビーシッターを
利用された際は、その費用を一部負担致します。条件等
詳しくは県医師会にお問合せ下さい。

病院訪問病院訪問
　研修医・勤務医が多数おられる病院を訪問し、
情報提供と研修医・勤務医の現状把握・意見の収
集に努めています。現在はCOVID-19感染拡大防止
の観点から訪問を中止していますが、可能になれ
ば再開を考えていますので、ご協力をお願い致し
ます。
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